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 所が二三日たつ中に、内供は意外な事実を発見した。それは

折から、用事があって、池の尾の寺を訪れた 侍
さむらい

が、前よりも

一層可笑
お か

しそうな顔をして、話も碌々
ろくろく

せずに、じろじろ内供の

鼻ばかり眺めていた事である。それのみならず、かつて、内供

の鼻を粥
かゆ

の中へ落した事のある中童子
ちゅうどうじ

なぞは、講堂の外で内供

と行きちがった時に、始めは、下を向いて可笑
お か

しさをこらえて

いたが、とうとうこらえ兼ねたと見えて、一度にふっと吹き出

してしまった。用を云いつかった下法師
しもほうし

たちが、面と向ってい

る間だけは、慎
つつし

んで聞いていても、内供が 後
うしろ

さえ向けば、す

ぐにくすくす笑い出したのは、一度や二度の事ではない。 

 内供ははじめ、これを自分の顔がわりがしたせいだと解釈し

た。しかしどうもこの解釈だけでは十分に説明がつかないよう

である。――勿論、中童子や下法師が哂
わら

う原因は、そこにある

のにちがいない。けれども同じ哂うにしても、鼻の長かった昔

とは、哂うのにどことなく容子
よ う す

がちがう。見慣れた長い鼻よ

り、見慣れない短い鼻の方が滑稽
こっけい

に見えると云えば、それまで

である。が、そこにはまだ何かあるらしい。 

 ――前にはあのようにつけつけとは哂わなんだて。 

 内供は、誦
ず

しかけた経文をやめて、禿
は

げ頭を傾けながら、

時々こう呟
つぶや

く事があった。愛すべき内供は、そう云う時になる

と、必ずぼんやり、 傍
かたわら

にかけた普賢
ふ げ ん

の画像を眺めながら、鼻
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の長かった四亓日前の事を憶
おも

い出して、「今はむげにいやしく

なりさがれる人の、さかえたる昔をしのぶがごとく」ふさぎこ

んでしまうのである。――内供には、遺憾
い か ん

ながらこの問に答を

与える明が欠けていた。 

 ――人間の心には互に矛盾
むじゅん

した二つの感情がある。勿論、誰

でも他人の不幸に同情しない者はない。所がその人がその不幸

を、どうにかして切りぬける事が出来ると、今度はこっちで何

となく物足りないような心もちがする。少し誇張して云えば、

もう一度その人を、同じ不幸に 陥
おとしい

れ て見たいような気にさえ

なる。そうしていつの間にか、消極的ではあるが、ある敵意を

その人に対して抱くような事になる。――内供が、理由を知ら

ないながら も、何となく不快に思ったのは、池の尾の僧俗の態

度に、この傍観者の利己主義をそれとなく感づいたからにほか

ならない。 
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